
富山大学 キャリアサポートセンター　富大流人生設計支援室

2008年選定プログラムの概要

富山大学における三位一体の総合的学生支援体制

学生支援の実践

学務部

学生ニーズ

教育担当理事室

助言教員制度
オフィスアワー
学生相談室
カウンセリング　etc

パーソナル支援
保健管理センター

2007年選定GP※2

2008年選定GP

キャリアガイダンス
求人情報提供
インターンシップ
キャリアコンサルタント etc

キャリア開発支援
キャリアサポートセンター

課外活動支援
奨学金・授業料免除
生活支援
海外留学・留学生支援
履修相談・e-ラーニング etc

修学・生活支援
学生支援センター

　富山県では全国に先駆けて県内全中学校が「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」を実施しており、本学のインター
ンシップにも経験学生が参加するようになってきたが、相互に連携・接続していないために生徒・学生の経験値
は個人レベルにとどまっていた。本プログラムではインターンシップ参加学生が実習後もＩＣＴを利用した自学
研修を重ね、『14歳の挑戦』の生徒指導ボランティアとして参加する。大学生は自らの成長を省みる機会を獲
得し達成効果を高め、中学生は数年先のキャリアターゲットとなる大学生と触れ合うことで将来像を獲得し、発
達段階に応じたキャリア教育の学びの循環として機能する。
　本プログラムにより、パーソナル支援、修学・学生支援、キャリア開発支援の総合的学生支援体制が推進でき
るとともに、他の高等教育機関と地域社会に対しても新しいタイプの長期型インターンシップを提示することに
なり、地域社会全体の活性化に大きく寄与できる。
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インターンシップTOYAMA
事前指導 個別面接による指導

　→目的意識の明確化

中学校
社会に学ぶ 14歳の挑戦

全学報告会の開催
→成果の共有事後指導

引続きＩＣＴを利用した就業研修

など多様なメディアを高度に利用したコミュニケーション、テレワーク

教職員が実習現場へ中間指導

※1　HEARN SYSTEM（学務情報システム）
3キャンパスを高度なセキュリティ・ネットワークで結び、
学生個人の就学上の情報を一元管理。学生支援におけ
る情報共有ツールとして高度に運用。

※2　「オフ」と「オン」の調和による学生支援 

指導ボランティアとして参加

平成20年度文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援GP）」選定

※1



連絡先
富山大学キャリアサポートセンター 富大流人生設計支援室　TEL:076-445-6255    FAX:076-445-6700　Email：career@u-toyama.ac.jp

富大流人生設計支援室
　本プログラムの実施組織として、「キャリアサポートセンター」の下に「富大流人生設計支援室」を設置してプ
ログラムの推進に当たるとともに「学校種間・地域社会のコーディネート」を実践する。さらに、学生に対しては
受入企業・団体ごとにプログラム調整及び連絡担当責任者（教職員）を決めて丁寧な指導を個別に行う。また、
今年度導入したＳＮＳを利用してコミュニティサイトを立上げ、受入企業毎の情報の集約と共有、学生同士また
学生と教職員との密接な連絡体制の構築、実習中に生じる問題解決についての支援をリアルタイムに行う。

期待される効果

2007年選定ＧＰ
との相乗効果

●インターンシップの教育目標・達成目標への成果
　 ■ 自己の成長を振り返るチャンス
●三位一体の総合的学生支援体制の確立
　 ■ 修学生活支援＋パーソナル支援＋キャリア支援
●キャリアターゲット（中学生へ）の効果
　 ■ ひとつ先のステージ（高校進学）を考えるにあたりその次のステージ（大学）を考えさせることが重要
●地域社会からの信頼性向上
　 ■ 発達段階（学校種間）における連続的なキャリア支援の構築
●地方の高等教育機関にとっての研究事例となる
　 ■ 地方の利点を生かしたインターンシップ
　 ■ 新しいタイプの長期型インターンシップの提示

 

生涯学習　社会人大学院
ＯＰＥＮ ＣＬＡＳＳ（授業開放事業）

成長・発達支援

高等学校 ・地域の支援
・地元企業
・社会教育団体
・関係行政機関
・卒業生　等

中学校

小学校

就業体験

14歳の挑戦

地域ふれあい事業

〈卒業者進路追跡実態調査から〉

3年未満  離 職 率

出所：2008（平成20）年富山大学キャリアサポートセンターによる調査

インターンシップ受講者 16.7％
全国平均 36.6％
本学平均 23.0％

県内85すべての
中学校が参加

成長・発達段階におけるそれぞれの
役割を認識しながら支援




